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Abstract
The Department of Oral and Maxillofacial Surgery, Fukuoka University Hospital is actively intervening in 
the treatment of maxillofacial trauma in cooperation with various medical departments.
We herein report the clinical statistics associated with maxilla�mandibular fracture patients who visited 
our department for the approximately １０�year period from January ２００９to March ２０１９.　The subjects in-
cluded ２１２patients with jaw fractures（１５４men and ５８women）who visited our department.　The survey 
items were １. gender, ２. age, ３. number of consultations by year, ４. consultation routes, ５. elapsed days, 
６. causes of injury, ７. injury location, ８. fracture sites, and ９. treatment methods.
The mean age of the patients was ４１.２±１３.４ years（male ３５.６±８.５ years, female ４７.１±７.１ years）.
There were ２９ patients over ７０ years of age.　１２４ cases were referred from inside Fukuoka University 
Hospital.　The most common cause of injury was traffic injury, ７８cases, followed by a fall in ５８cases. 
There were ２９６fractures in the mandible and １３６fractures in the condyle.　The treatment was surgery for 
condylar fractures in ２５cases and surgery for mandibular fractures articular processes in ８６cases without 
condylar fractures.　The number of fractures of the maxillofacial regions due to falls among the elderly 
showed a tendency to increase, and it is necessary to pay close attention to making an accurate diagnosis 
of the fracture site, especially regarding the fracture state of the condyle.
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福岡大学病院歯科口腔外科における顎骨骨折について
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要約：福岡大学病院歯科口腔外科は顎顔面外傷の治療に医科との連携を図り，積極的に介入している．今

回，我々は２００９年１月から２０１９年３月までの約１０年間に当科を受診した顎骨骨折患者の臨床統計を行なっ

たので報告する．

対象は当科を受診した顎骨骨折患者２１２例（男性１５４例，女性５８例）とした．調査項目は１．性別，２
　
．年

齢，３
　
．年別受診件数，４

　
．受診経路，５

　
．経過日数，６

　
．受傷原因，７

　
．受傷場所，８

　
．骨折部位，９

　
．

治療方法とした．

患者の平均年齢は４１.２±１３.４歳（男性３５.６±８.５歳，女性４７.１±７.１歳）だった．７０歳以上の患者が２９例であっ
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緒　　　　　言

福岡大学病院歯科口腔外科は顎顔面外傷の治療に医科

との連携を図り，積極的に介入している．特に顎骨骨折

は顎顔面外傷で遭遇機会が多く，早期機能回復のため手

術療法が望まれる．今回，我々は２００９年１月から２０１９年

３月までの約１０年間における当科の顎骨骨折患者の臨床

統計を行なったので報告する．

対 象 と 方 法

対象は２００９年１月から２０１９年３月までに福岡大学病院

歯科口腔外科を受診した顎骨骨折患者２１２例とした．調

査項目は１．性別，２
　
．年齢，３

　
．年別受診件数，４

　
．

受診経路，５
　
．経過日数，６

　
．受傷原因，７

　
．受傷場所，

８
　
．骨折部位，９

　
．治療方法とした．電子カルテ，パノ

ラマ　X線画像，CT 画像から情報の抽出を行なった．

結　　　　　果

　１．性別

２１２例の内訳は男性１５４例（７２.６％），女性５８例（２７.４％）

であり，男女比は約３：１だった．

　２．年齢

平均年齢は４１.２±１３.４歳（男性３５.６±８.５歳，女性４７.１±

７.１歳）であり，年齢分布としては１０～１９歳，２０～２９歳の

若年層の割合が多く９１例（４２.９％）を占めていた．７０歳

以上の高齢者は２９例（１３.７％）を占めていた．最低年齢

は１歳，最高年齢は９１歳であった（図１）．

　３．年別受診件数

受診件数が最も多かった年は，２０１６年の２７例であっ

た．３か月のみの集計であった２０１９年を除外すると年別

平均受診件数は２０.９例だった（図２）．

　４．受診経路

１２４例（５８.５％）が福岡大学病院内からの紹介であった．

そのうち，救命救急センターからの紹介が約半数を占め

ていた．院外病院からは５３例（２５.０％）の紹介があった．

歯科医院からの紹介は１９例（９.０％）であった（図３）．
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た．受診経路は１２４例が福岡大学病院内からの紹介だった．受傷原因は交通外傷が７８例と最も多く，次い

で転倒が５８例だった．骨折部位は下顎骨が２９６部位であり，関節突起骨折が１３６部位と最も多かった．治療

法は，関節突起骨折に対する観血的治療法が２５例，関節突起部以外の下顎骨骨折に対する観血的治療法が

８６例だった．高齢者の転倒による顎骨骨折症例が増加する傾向があり，骨折部位の正確な診断，特に関節

突起の骨折様態に注意を払う必要があると思われる．

キーワード：歯科口腔外科，顎骨骨折，関節突起，超高齢社会

図１　年齢分布



　５．経過日数

受傷当日の受診が１１０例（５１.９％）と最も多く，受傷後

３日以内に大半が受診していた．受傷後１週間以上経過

しての受診も１９例（９.０％）あった．

　６．受傷原因

交通外傷が７８例（３６.８％）と最も多く，次いで転倒，

スポーツ外傷などがあった（図４）．

　７．交通外傷の受傷場所

交通外傷患者７８例中４８例（６１.５％）が福岡市内で受傷

しており，内訳は早良区１２例（１５.４％），南区１２例（１５.４
％），西区１０例（１２.８％），城南区７例（９.０％），東区３

例（３.８％），博多区３例（３.８％），中央区１例（１.３％）

であった．また，糸島市７例（９.０％），那珂川市３例（３.８

％），紫野市３例（３.８％），春日市１例（１.３％），佐賀県

唐津市２例（２.６％），佐賀県伊万里市１例（１.３％），長

崎県対馬２例（２.６％），長崎県壱岐１例（１.３％）からの

受診があった．

　８．骨折部位

　骨折部位内訳は上顎骨・下顎骨の骨折で分けると下顎

骨単独骨折が１４９例，上顎骨単独骨折が４０例，上下顎複合

骨折が２３例だった．下顎骨は骨折部位が２９６部位であり，

関節突起骨折が１３６部位（４５.９％）と最も多かった．下顎

骨体部骨折は５６部位（１８.９％），下顎正中部骨折５３部位

（１７.９％），下顎角部骨折３８部位（１２.８％），下顎枝部骨折

７部位（２.４％）と筋突起部骨折６部位（２.０％）であっ

た．関節突起骨折１３６部位のさらなる分類を行うと関節
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図３　受診経路

図２　年別受診件数



包内骨折が８０部位（下顎骨：２７.０％，関節突起：５８.８％），

関節突起頚部骨折が２９部位（下顎骨：９.８％，関節突起：

２１.３％），関節突起基底部骨折が２７部位（下顎骨：９.１％，

関節突起：１９.９％）であった．上顎骨は骨折部位が８７部

位あった．内訳は，上顎洞前壁骨折が２７部位（３１.０％），

Le Fort Ⅰ型骨折が２５部位（２８.７％），その他が３５部位

（４０.２％）であった．骨折部位に優位な左右差はなかった

（図５）．

　９．治療方法

上下顎複合骨折の場合，上顎は保存的治療法，下顎は

観血的治療法といったように治療方法が重複することが

あり，全体では観血的治療法が１４９例（６５.６％），非観血

的治療法が５６例（２４.７％），経過観察が２２例（９.７％）で

あった．下顎骨は関節突起骨折に対する観血的治療法が

２５例（全体：１１.０％，下顎骨：１４.５％），関節突起部以外

の部位の下顎骨骨折に対する観血的治療法が８６例（全

体：３７.９％，下顎骨：５０.０％），顎間固定を用いた非観血

的治療法が５０例（全体：２２.０％，下顎骨：２９.１％），経過

観察のみが１１例（全体：４.８％，下顎骨：６.４％）であっ

た．上顎骨は観血的治療法が３８例（全体：１６.７％，上顎

骨：６９.１％），非観血的治療法が６例（全体：２.６％，上

顎骨：１０.９％），経過観察が１１例（全体：４.８％，上顎骨：

２０.０％）であった．上下顎共にチタンプレートを用いた

観血的治療法が６０％以上を占めていた．

考　　　　　察

福岡市内には三次医療機関が３施設，二次医療機関が
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図４　受傷原因

図５　骨折部位



３４施設ある．福岡大学病院は三次医療機関であり，歯科

口腔外科は地域の病院や歯科医院，院内診療科より顎骨

骨折患者を常時受け入れている．

男女比と年齢分布は，他施設の報告１）�７）とほぼ同様の

内容であった．高岡らが報告している当科での過去の顎

骨骨折症例の臨床統計８）と本検討を比較すると，平均年

齢が３０.１歳から４１.２歳と本検討で１０歳以上高齢化してい

た．加えて，７０歳以上が１０例（男性７例，女性３例）で

あったのに対し，本検討では２９例（男性１２例，女性１７例）

と３倍程度に増加していた．

福岡大学病院が立地する福岡市城南区と城南区に隣接

している早良区，南区の６５歳以上の高齢者の人口比は

２４.５％，２３.２％，２２.６％（２０１９年３月末現在）と報告９）さ

れており，高岡らの報告８）と比べ高齢者の顎骨骨折症例

の増加と関連していると推察する．

受診経路は地域特性や施設規模等によって差があると

言われているが１）�７），救命救急センターに搬送された患

者は初期治療や全身管理をされた後に各科に治療の要請

がされる．当院のような三次医療機関では院内紹介が多

い１）５）とされており，本報告においても１２４例が院内紹介

と約６０％を占めていた．

受傷原因は交通外傷が最も多かった．外傷の２大受傷

原因として交通外傷と転倒が報告されている６）．転倒は

関節突起骨折の原因となることが多いと報告されてお

り７），昨今の日本社会の超高齢化による社会情勢変化に

伴い，今後益々，転倒による高齢者の関節突起骨折症例

が増加すると考えられる．本検討での関節突起骨折１３６

部位の内，転倒は４２例５６部位（４１.２％）であり，６５歳以

上の高齢者の転倒による関節突起骨折は４２例５７部位

（４１.９％）であった．

顎骨骨折の治療法は，６０％以上でチタン製プレートを

用いた観血的整復固定術を行なっていた．プレート固定

は強固な固定が得られ，顎間固定期間が短縮できると

いった利点がある．他方，手術は全身麻酔下で行われる

ため高齢者では術後せん妄や認知機能低下などの合併症

が問題となることがある．下顎骨体部骨折など顎骨の連

続性が失われた骨折は，高齢者でも観血的整復固定術が

必須である．一方，関節突起骨折については，関節上位

骨折（関節包内や関節突起頚部）の場合，非観血的整復

固定術が選択される場合もある．高齢者の関節突起上位

の単独骨折については，術後合併症を軽減する観点から

も保存的治療を選択することが望ましいと思われる．高

齢者の転倒による顎骨骨折症例を診た場合，骨折部位の

正確な診断，特に関節突起の骨折様態に注意を払う必要

があると思われる．

結　　　　　語

今回，福岡大学病院歯科口腔外科における直近１０年間

の顎骨骨折２１２例に対し臨床統計調査を行なった．高齢

者の転倒による顎骨骨折症例が増加していることが判明

した．今後，高齢者の増加に伴い，更なる高齢者の転倒

による顎骨骨折症例が増加することが予想された．
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